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水稲育苗の例 

 

～ 園芸ケーブル(空中配線用)が望ましい ～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ハウスの中にコンパネを敷き、その上に角材を２本ならべる。 

 コンパネに園芸ケーブルを固定するためのガイシを１m 間隔で取り付ける。 

 園芸ケーブルを図のように配線する。坪あたりの電力は500Wとする。図の例は約１坪。 

 育苗箱を上に重ねる（約1m以内） 

 農電サーモで温度管理します。 

 
 
  

サーモスタット経由 

100Vまたは200Vの電源へ 

15～20cm位の角材 

500Wの園芸ケーブルを使用する 

(空中配線用温床線) 

約5m 60cm 

ｻｰﾓの感温部 

コンパネ 
発泡スチロール等の断熱材を下に敷くと良い 

熱が逃げないよう二重 

または三重に覆いをする 

園芸ケーブル 

いちばん上の箱は 

土だけを入れて 

重しにする 
2cm程度の 

間隔をあける 

育苗箱 

ガイシ 

ceo



